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他 山 の 石 (29) 


1 
堆 瀬 太 郎 
Lessons from Here and There (29) 


By TAso IwAsgs 


(29) A4grias ミイ ロタ テハ の 生活 史 : 王者 の 血統 と 称せ られ る ミイ ロタ テハ は , アマ ゾン 河 の 流域 に 本 拠 を 
持ち , 南ア メリ カ の 昆虫 相 中 , 赤道 密林 Equatorial Selvas の チョ ウ で , カリ ブ 海 系 の ギア ナ や , ブラ ジル 高地 
系 の ブラ ジル 南部 に も 拡がっ て いる が , 純 ア ン デ ス 高 山系 
や ラプ ラ タ 草原 系 の 地方 に は 分 布 し な い 。 中 央 アメ リカ の 
メキ シコ 最 南 部 Chiapas に 1 種 い る と の 記録 も ああ る が , 
詳 か に し な い 。 

生活 史 の 記録 は きわ め て 少く , Sgrrz の アメ リカ 篇 (19 
16, FRUHSTORFER) と , W. MULLER の 南米 の タテ ハチ ョ 
ウゥ 科 幼 虫 の 論文 (1886) に , ブラ ジル 南部 の 4. claudi- 
anus の 記事 を 見 る の み で ある 。 と の 種 は 飼育 品 か ら 記 載 
され た も の で , ザイ ツ 当 時 まだ 野外 の 成虫 記録 は な か っ 
た 。 大 英博 物 館 に ある 吹 且 標 本 と , サン タ ・ カタ リナ 州 
Blumenau で JUL. SCHEIDEMANTEL 氏 の 描い た 図 に 基 
づい た , ザイ ツ ・ ミ ユラ ー 両 文献 の 記事 を 線 合 し て 紹介 し 
よう 。 共に 近 縁 の Prepona 属 と の 比較 で 記さ れ て 居り , 
図 は な い 。 

卵 : 円 球 型 , 黄 白 色 で 鈍く 光る が , 肉眼 で 見 える 彫刻 

Agrias, a montage は な い 。 大 形 で ヨー ロッ パ 産 の オオ クジ ャ クサ ン Saturnia 
ヵ y7# の 卵 ほ ど あ る 。 卵 期 8 日 。 プ レポ ナ の 卵 も 大 きく , ア . extincta の 卵 は 直径 2.5mm も あり , フク ロウ チョ ウ 
Caligo 1 種 の 2.3mm~2.4mm を し の ぐ と いう 。 

幼虫 : 概 形 は 竜骨 状 と いう と 難し い が , 船底 を ひっ くり か え し た 形 と いえ ば よく , コム ラサ キ や フタ オチ ョ ウ 
幼虫 に 近い 。 頭 部 は 胸部 より 著しく 大 きく , 2 本 の 失 ら な い 角 を 持つ 。 前 胸 に は 1 対 の 白い 紋 が ある 。 第 4 節 が 最 
も 太く , 背 上 に 1 個 の 突起 が ある が , と この節 か ら 後 方 へ 段々 と 低く な る 。 体 は 灰 緑色 で , 全体 に 細か い 毛 が あり , 
気 門 は 黒色 。 尾 端 に 非常 に 長い 1 対 の 突起 が ある 。 と と に 掲げ た 図 は ミユ ュー ラー の プレ ポ ナ 2 種 の 幼虫 図 と , 以上 
の 記事 を 基 に 私 の モン ター ジュ し た も の で ある 。 プレ ポ ナ 幼虫 の と まり 方 に は 特長 が あり , 腹 脚 だ けつ か っ て , 胸 
脚 , 尾 脚 を 離し , 1 種 の 擬態 的 静止 法 を と る 。 南ア メリ カ で と の 幼虫 に 出会っ た ら , ガ の 幼虫 と まち が えな い 注 意 
が 要 る 。 

踊 : これ も プレ ポ ナ の 遇 に よく 似 て いる と いう の で , アア. demophor の 図 を 変 写 転 載 し た 。 色 は ア . laertes で 
は , ミド リ 色 透明 で ある 。 頭上 に 2 本 の 長い か な り 失 っ た 突起 が あり , 総じて コム ラサ キ の 幅 の 形 で ある 。 

食 草 : 食 草 に つい て は , ザイ ツ も ミュ ー ラ ー も 何 も 書 いて いな い が , 最近 吉田 真 日 出 氏 か ら 報 ら せ て 頂い た と 
と ろ に よる と , 1946 年 8 月 RENg Licmy は , ベネ ゼラ の 奥地 , オリ ノコ 河 の 上 流 , ネグロ ス 水 系 Temi 河畔 の 
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Yavita で , 4. Saldanapalus が Erythroxylon コカ (コカ ノ キ 科 ) に 産ん だ 卵 を 採集 , し ば らく 飼育 し た 。 と の 
植物 の 葉 は 麻酔 剤 コカ イ ン の 原料 で は ある が , 上 薬学 専攻 の 中 島 嘩 処 氏 に よれ ば , 無 脊 推 動物 に 対し て は 毒性 が た い 
らし い 。 EnRricg 博士 の 最近 の 論文 に よれ ば , モル ホ チ ョ ウ の 1 種 も , コカ を 食 草 と し て いる 。 な お , ベネ ゼラ で 
は ザイ ツ 当 時 ミイ ロタ テハ が まだ 発見 され て いな か っ た が , 分 布 し て いて 当然 で ある 。 (16/vii. 1365 ) 

(訂正 : 他 山 の 石 (28) の 凸版 は 右 が 4ctinotes, 左 が Bematistes の 誤り ) 





花粉 塊 を 付け た 賊 類 3 例 
前 波 鉄 也 


The moths bearing pollinia 


By TsrsuyA MAENAMI 


ラン 科 や ガ が ガイ モ 科 の 花粉 塊 が 昆虫 の 頭 部 や 複 崩 に 付着 し て 運搬 さ 
れる と と は , 国外 で は よく 知ら れ て いる よう で ある 。 と と ろ が 日 本 に 
お ける と の よう な 観察 例 は 非常 に 少な く , 最近 や っ と 数 例 が 報告 され 
た に 館 ぎ な い 。 すなわち , 石原 ( 新 昆 虫 10 (8 ) : 14 一 5,1957) は エ 
ビ ネ の 花粉 塊 を 付け た ミツ バチ で 初め て と れ を 報じ , と の 花粉 塊 を 「 
カン ザ シ 」 と 呼ん だ 。 その 後 幾 瀬 ・ 小 林 (植物 研究 雑誌 35 (5) : 
138,1960) て に よって, クビ シロ ノメイガ と マエ キシ タ グロ ノメイガ 
(共に オオ バ ノ トン ボソ ウ の 花粉 塊 ) お よび ウス オ エ ダシ ャ ク (ミズ 
チドリ ?) が 報告 され て いる 。 更に 山下 ・ 大 川 ・ 松 浦 (鈴鹿 山原 E ベ 
科学 調査 報告 書 : 160 , 1963) の ニッ ポン ヒゲ ナガ バチ と 坂部 ・ 池田 
(昆虫 と 自然 2 (1 ) : 38,1967) に よる アカ テン クチ バ で の ラン 科 の 
例 が 報告 され て いる だ け の よう で ある 。 
筆者 は 1965 年 7 月 26 一 8 日 , 伊豆 諸島 の 神津 島 に お いて 写真 に 見 る 
よう な 花粉 塊 を 付け た 峨 類 を 採集 し た の で 報告 する 。 
1. Leucania consanguis Gn. マメ チャ イロ ヨ ト ウ (fig. 1) 
$, 花粉 塊 は 左右 の 複眼 に 各 1 本 付着 。 

2. Synegia esther uniformis INOUE クロ ハグ ル マ エ ダシ ャ ク 
(fig. 2) 
$, 前 種 同様 複眼 に 各 1 本 の 花粉 塊 を 持つ 。 

3. Gonodontis arida arida BUTL. エグ リズ マエ ダシ ャ ク 
(fig. 3) 
人 , 左右 の 複眼 に 数 本 ずつ 付着 し て いる が 岩本 が 沿 れ て し まい 上 
分 観察 し て いな い 。 

以上 の 3 例 は 全て 同島 前 浜 に 近い 標高 約 s0m の 地点 で , 夜間 20 W 

青色 需 光 灯 に 飛来 し た も の で ある 。 1 お よび 2 の 標本 と 写真 は , 東邦 

, 四 尋 人 学 楽 学部 の 幾 瀬 マ サ 先生 に お 送り し , 花粉 塊 の 同定 を お 願い し て い 
る 。 何れ 幾 瀬 先 生 に より 詳し く 発表 され る も の と 思う が , 3 を 含め て 全て ラン 科 の 花粉 塊 で ある 財 , ご 教示 頂い て い 
る 。 末 筆 な が ら 幾 瀬 先 生 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 
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